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日本プレスセンターピル

所在地:東京都千代田区内幸町2-2-1

竣工年:1976年(昭和田

用 途:事務所どル

建物所J高者:線日本プレスセンタ…

設計者:Q機呂建設計

施工者:清水建設械

附竹中工務応

性紛きんでん

新菱J令熱工業総� 

:Q機野本プレスセンター

羽ぶブレスセンターは、臼本記者クラブや吾本新罷i議会などが入居する臼本の報滋界のや枢施設として� 

1976年に竣工した。年月を経た今でも、中央官庁街とお本を先進ミする業務・蕗業ゾ…ンが交蒸するエリアに、

日比谷公闘を前にして、竣工当時のまま変わらぬ堂々とした姿で建っている。

おいては、建物の長寿命化も課題にされていた。…般階で、は、多様な孝三mに柔軟に適応モきるユニバー

サルな空間に計画され、長寿命化が|ヌ|られている。階層構成でも岡定的な利用の空間とフレキシブルなオフィ

スさ夜間が貯除に分離されている。そして外観は屋根がボールト状という特徴的なデザ、インであるが、今では� 

的に解釈した奇を街わない明快な構成のデザインが効を1t染んで、いる。 お典的なコードを現� 11地域の紫鋭;こ毅

している。

また各部{立のディテールや佼上げ材の検討が、長寿命化をと活指して設計者と施工幸子が科zとなって究めら

れている。例え託、外壁も原板も岳色タイルで覆った外観であることから、タイル仕上Jずの納まりが課題に

なり、タイル形状をはじめとして漏水防止やエフロ防止の工夫が行われた。今でも懇物性強維持にその~持

きている。そして竣工時からの内装材のままの場所が多いのは、丁寧に佼われてきたからでもあ

るが、長寿命を意識した材料選択が有効だったことが大きいと思われる。

ところで新築時の工事費はデザインやディテールなどに伴う必裂なコスト

とで、建物の長寿命{じには安総発注でなく見識ある妥当な発設が重要だということを教えてくれている。

本建物の所有者や管理者には建物の長寿命北を白指す意向があって、� 1989年に中長期維持保全計画が策定

され、その後、この計頭に蒸づいて工事がきめ織かく災泌されている。またその中長期保全計画には臨時、

日常点検の報告、耐援診断や環境記長室などの持代の要議などが反映されて見麗しされている。今後も 2縫突に

簸物性能の維持保全:工事が実行怒れるとのことである。

改修工事としては、 DHC熱掠受け入れ改修、各階空議機への全面更新、冬~畿のトイレや豆V ホ-)しな

どの共用部改修、昇降機児新であり、外装タイルのシ…� }v打替え補修等も計i誠にままづき実施されている。ま

た高効本照明器具の採用などの省エネルギーを考織した改修工事実施と共に、運用上も中央監視システムに

よる� 24時間監視体制で効本的な省エネルギー活動に取り品目み、� CO2排出量の削減に努めている O

ロングライフをli3-なる築後年数だけで評価するのは難しいが、まずは所有者考察が慾物の長寿命化を強く殺

しているか、保全I率会計額約に適切に実議しているかどうかで評価が分かれると考えられる O

今脂の日本プレスセンタ…は、竣工後34年の建物でおるが、所有者等には建物や去を観を大事に維持してゆ

くという意思があり、設計から施工そして綾持管潔において建物の長寿命先が常に関係者に共右化されてい

た好例である� o BELCA食のロングライフ部門の建物として評価できる。� 
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